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エコキャップの売却金をＮＰＯ法人に寄付エコキャップの売却金をＮＰＯ法人に寄付
　連合愛媛青年委員会・女性委員会では、ＳＤＧ s（国連持続可能な開発目標）を達成しサス

テイナブルな社会をつくるため、わたしたちの日頃の行動を今いちど見直してみることが求め

られいることから、エコライフ運動の一環として、「ペットボトルキャップ回収」に取り組ん

でいます。

　９月４日（火）に青年委員会・女性委員会の役員と事務局の８名がペットボトルキャップ約

52, 000 個（130kg）を㈱松山容器へ持参し、その売却益を開発途上国の子どもワクチン支援

に役立てることを目的に「認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」に

寄贈しました。
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テイナブルな社会をつくるため、わたしたちの日頃の行動を今いちど見直してみることが求め

られいることから、エコライフ運動の一環として、「ペットボトルキャップ回収」に取り組ん

でいます。

　９月４日（火）に青年委員会・女性委員会の役員と事務局の８名がペットボトルキャップ約

52, 000 個（130kg）を㈱松山容器へ持参し、その売却益を開発途上国の子どもワクチン支援
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　連合平和行動の最終行動として、「2023平和行動in根室」が９月９日（土）～10日（日）に開催

されました。当初は、台風 13 号の影響により、開催自体危ぶまれましたが、関係者のご協力の

もと無事開催することができ、連合愛媛からは、各構成組織から選出された皆さんと事務局の４

名が参加しました。

　９月９日（土）、根室市総合文化センターで開催された、北方四島学習会では、北海道根室高等

学校 北方領土根室研究会 会長 半田つくしさんから「北方領土をめぐるこれまでの議論と北方領

土根室研究会のこれまでの取り組みについて」と題し講演があり、各種団体との交流や出前講座、

返還要求キャラバン隊やラジオ番組、署名活動など、全国に情報発信している事例紹介がされま

した。

　次に、映画「ジョバンニの島」が上映され、当時まだ小学生であった色丹島出身の「得能 宏」

さんの実体験をもとに制作された、終戦直後の色丹島を舞台に、ソ連の占領に伴い激変した島民

の暮らしや、家族を想う決して諦めることのない気持ち、友好・友情といった人と人とのつなが

りを意識させられ、なぜ島から追い出されたのか？北方四島の領土問題について

考える良い機会となりました。

　翌日の10日（日）には、全国から、約863名の仲間が納沙布岬に集結し、「2023

平和ノサップ集会」が開催されました。今年は、戦後78年で元島民の方々の平均

年齢も87歳を超えているなか、目の前にある北方四島を望郷の岬から確認し、私

たち日本人の手に早く取り戻すため、諸団体と連携し粘り強く運動を継続してい

くことを誓うとともに、ロシアによるウクライナ侵略が早期に終わること願いま

した。

北方領土（択捉島・国後島・色丹島・歯舞群島）の返還！

9/9～10根室
【参加者４名】

（連合愛媛）

寺 田　淳 泰

（帝人労組松山支部）

三 浦　香 織

（東レ労組）

森 川　芳 彦

（電力総連 四国電力労組）

谷 村　春 一

北方領土（択捉島・国後島・色丹島・歯舞群島）の返還！

日ロ平和条約の締結を！日ロ平和条約の締結を！
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ゆとり豊かさ社会的公正

生活者重視社会の実現

連合愛媛２０２３いきいきスポーツ大会を開催！
スポーツ交流を通じて、協力と連帯の大切さを共有！

　９月10日（日）～９月17日（日）の土日を活用し、組合員とご家族を対象に「いきいきスポーツ

大会（ボウリング）」を開催しました。

　県内４つのボウリング場で計６回の地区大会を開催し、組合員やご家族を含め総数で 65 チー

ム（競技 257 名）が参加し、各地協や支部の運営スタッフの協力を得て大会を進行しました。１

人２ゲームを投げ、チーム総得点と個人総得点で、チームと個人の順位を競いましたが、どのチー

ムも楽しみながらチームワークを発揮し、日ごろのストレス発散もかねた大変有意義な大会とな

りました。

　10月21日（土）に松山市のＫＩＴ（キスケ）会場で、今回各地区大会の上位チーム（20チーム）

で愛媛大会を開催し、今大会の連合愛媛№１チームを決定する予定です。引き続き、地区大会を

勝ち抜いた代表参加チームの応援を、お願いします。

松山地区大会①松山地区大会①

2023平和行動ｉｎ根室2023平和行動ｉｎ根室
9/9（土）～10（日）9/9（土）～10（日）

今治地区大会今治地区大会

松山地区大会②松山地区大会②

東予地区大会①東予地区大会①

南予地区大会南予地区大会

東予地区大会②東予地区大会②

平和学習として、掩体壕を見学!平和学習として、掩体壕を見学!
連合愛媛青年委員会・女性委員会連合愛媛青年委員会・女性委員会

～松山空襲の実相を学ぶ～～松山空襲の実相を学ぶ～

　連合愛媛青年委員会・女性委員会の役員並びに、その組合員と事務局 15 人で、

2023年９月２日（土）10時から松山市南吉田町にある松山市指定有形文化財「掩

体壕」の見学をしました。

　当日は、生石地区まちづくり協議会の向井様（ボランティア）から説明を聞き見

学をしました。掩体壕の見学をして当時の状況を考えると、戦争の悲惨さを改め

て痛感すると同時に、戦争のない平和な世界にしなければいけないと感じました。

【参加者14名】

〔参考〕

ポリオワクチン価格

ポリオ・・・・約20円

ＭＭＲ・・・約225円

ＢＣＧ・・・・約25円

はしか・・・約105円

　ペットボトルのキャップを分別回収し、リサイクルを促進することにより、

キャップの焼却時に発生する地球温暖化の原因となるＣＯ２を削減すると同時

に、はずしたキャップの売却益でワクチンを購入し、世界の子どもたちの命を

救おうという目的で始まりました。

　現在は、リサイクルの過程で雇用を創出できることがわかり、①リサイクル

の推進、②ＣＯ２の削減、③売却益による発展途上国の医療支援、の３つに加

え、障がい者・高齢者の雇用促進が４つ目の目的となっています。

「エコキャップ運動」とは

（ＪＡＭ）

糸 瀬　柊 也

（ＪＡＭ）

齋 藤　幹 大

（電力総連）

二 宮　大 知

（ＪＡＭ）

谷 上　智 洋

（全国ガス）

増 田　勝 利

（全労金）

檜 垣　　 怜

（ＵＡゼンセン）

三 浦　香 織

（ＪＰ労組）

中 川　美 保

（電機連合）

内 藤　亜 希

（基幹労連）

谷 岡　莉 奈

（電力総連）

二 宮　未 来

（ＵＡゼンセン）

阿 部　　 雅

（ＪＰ労組）

古 田　勇 真

（電機連合）

猪 口　竜 翔
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